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212　　　RIとCTによる肝臓癌の診断
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　肝臓癌診断にあたり，特に肝硬変に合併した肝細胞

癌，転移性肝癌の検出率の向上を意図してM診断法と

CTの併用を行った。　対象は肝硬変兼肝細胞癌21例

肝細胞癌5例，転移性肝癌24例の合計72例と．別lcCT

を行っていない肝細胞癌兼肝硬変72例である。　シン

チカメラは，日立シンチレーションカメラGAMMム

VIEW，核医学データ処理装置Varicamを用いた。
コンピューターシンチグラムは高速アダマル変換を基

本としたジィジタルフィルターを用いる演者らの方法

にて行い，コンピューター処理プログラムをサプルー

チンプログラムとしてVaricamの主プログラムに挿入

して処理した。　CTは第5世代のGE社製のCT／Tを

用い単純撮影後，必要と認めた症例にっいて60％コ

ンレイ60～100se又は50％ビリグラフィン60　neの
静注又は点滴によりcontrast　enhancementを行った。

各症例にっきCT値を求めた。　血清CEA，▲FPは

ダイナボット社製リアキットを使用した。

　肝硬変を合併した67例のAFP高産生（8－AFP乏
104ng／nt）肝細胞癌中12例においてもAFPの経時的

測定によって肝癌と疑以前に，シンチフォト，コンビ゜

ユーターシンチグラムによる検出が可能であり，6例

では血清AFP値がSOO　ng／ne以下の段階で肝細胞癌の

局在部位診断が可能であった。　健常肝部のCT値は

55．8±5．9（5例）．転移性肝癌24例で腫瘍部は▲ow

density部位（1　6．2±5．o）としてとらえられ境界は鮮

明であった。　肝細胞癌26例では担癌肝部位と比較

してより1（）vv　den6　i　ty部位（18．1±5．0）として検出さ

れるが境界は不鮮明で転移性肝癌と比較してCT値の

差が少なくcontrastがつきにくい。又硬変肝ではCT

値が軽度に低下傾向を示したり，不均一性があること

によって，肝硬変に合併した肝癌の検出はより困難と

なっている。又血流豊富な肝細胞癌では血管造影剤に

よるcontrast　enhancementで増強されて，正常肝組

織との差がつきにくくなる。　結節性肝硬変に伴発し

た肝細胞癌19例中5例でコンピューターシンチグラム

で多発A欠損を認めた症例のうち5例le　C’「では弧立

性欠損を検出し，ビリグラフィンによるcontrsst
enhancementで，低吸収像として検出してCTが肝細
胞癌診断に有用であった。
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　限局性肝病変の診断に際し、肝シンチグラフィーと

エコーグラフィーによって得られた結果を対比し、両

検査法の併用の意義について検討を加えた。

　対象は昭和51年9月から昭和53年12月迄の間に、当

院で肝シンチグラフィー及びエコーグラフィーを併せ

行った309症例のうち、腹腔鏡検査、血管造影、手術、

長期間に亘る経過観察、また剖検等により確定診断を

得た症例は71例であった。今回はこれを肝腫瘍、のう

腫、膿瘍等の限局性病変を有するものをA群、然らざ

るものをB群として一括検討を加えた。

　肝シンチグラフィーの成績は欠損像の明確度により

陽性、疑陽性に分け、これを認めないものを陰性とし

た。一方、肝エコーグラフィーについては限局性病変

の存在或はこれを疑うものを陽性とした。

　成績は、309症例のうち、肝シンチグラム及びエコ

ー グラムで共に陽性所見を呈した症例は69例であった。

このうちA群は19例、B群は3例である。

　シンチグラム陽性、エコーグラム陰性症例は12例。

A群4例、B群1例である。

　シンチグラム疑陽性、エコーグラム陽性症例は26例。

A群4例、B群4例。
　シンチグラム疑陽性、エコーグラム陰性症例は23｛fila

A群1例、B群8例。
　シンチグラム陰性、エコーグラム陽性症例は57｛Mts

A群0例、B群13例。

　シンチグラム及びエコーグラムが共に陰性の症例は

120例。A群0例、　B群14例である。

　以上の成績より、肝病変、特に限局性病変の診断精

度はシンチグラフィー及びエコーグラフィーの使用に

よりさらに向上するものと考へる。今后、更に症例を

重ねると共に個々の例についても詳細に検討を加える

予定である。
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